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Data Center 3.0 ： データ セン ターの仮想化を促進する

ソ リ ューシ ョ ン
イ ン ト ロダク シ ョ ン 

仮想化は、 今日のデータ セン ター サーバのパワーを徹底的に利用、 管理するために欠かすこ

とのできないツールと し て急速に普及し ています。こ こ数年で標準的な x86 サーバ テ ク ノ ロ

ジーは性能と密度が向上し、32 ギガバイ ト 以上のメ モ リ を搭載し たマルチソケ ッ ト 、 クア ッ

ド コ ア システムが当た り前になっ ています。 また、 マルチ コ ア コ ンピ ューテ ィ ングとバー

チャ ラ イゼーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア （VMware 仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャなど） の組み合わせ

によ って、複数の独立し たワーク ロー ド を少数のサーバで実行し て、サーバ スプロール（サー

バの無秩序な増加） を制御する こ とが可能にな り ま し た。 現在では、 以前と同じ作業をよ り

少ない台数のサーバで処理でき るよ う にな り、 サーバの使用率が向上し ま し た。 どち ら も、

エネルギー効率の向上と、 電力および冷却コス ト の低下につながっています。

サーバ統合の利点が理解されるよ う になる と、 仮想化によ って さ らに広い範囲の問題が解決

される こ と もわかっ てき ま し た。 ビジネス継続性計画を仮想化に基づいた ものにする こ と

で、 障害回復のソ リ ューシ ョ ンを、 シンプルで信頼性が高 く 、 よ り コス ト 効率に優れたもの

にする こ とができます。 仮想デスク ト ッ プ環境では、 中央集中化されたサーバと シン ク ラ イ

アン ト を使用し て、 標準的な PC 構成の多数のユーザをサポー ト でき、 資本コス ト と運用コ

ス ト の削減を進める こ とができます。 仮想化を利用する と、 開発、 テス ト 、 および運用環境

を 1 つのサーバに共存させる こ とができ、 アプ リ ケーシ ョ ンの展開とサーバの購入と を分け

て考えやす く な り ます。 新しいアプ リ ケーシ ョ ンを仮想環境で展開し、 必要に応じ て拡張す

る こ と で、 ビジネス ニーズの変化に対応できます。

帯域幅への要求

仮想化と マルチコア プロセ ッサとの組み合わせによ り、個々のサーバが処理できる作業の量

は増加し ています。仮想化をハー ド ウ ェ ア面から支える イ ンテル バーチャ ラ イゼーシ ョ ン テ

ク ノ ロジー （イ ンテル VT） や AMD Virtualization （AMD-V） テ ク ノ ロジーは、 仮想化のオー

バーヘ ッ ド を軽減し、 アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てる計算サイ クルのパーセンテージを高め

る こ とによ り、 この ト レン ド にさ らに勢いを与えています。

ソケ ッ ト 、 コア、および メ モ リ  スロ ッ ト のサーバあた りの数は 2 のべき乗単位で増え続けて

いる一方で、一般的なサーバ ネ ッ ト ワーク接続のキャパシテ ィ は 1 ギガビ ッ ト 単位で しか増

えていません。 サーバの処理能力が向上する と、 さ らに高い I/O キャパシテ ィ が要求される

ため、 ネ ッ ト ワーク帯域幅が問題になる可能性があ り ます。 あらゆる場所にギガビ ッ ト 対応

のネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス カー ド （NIC） を追加し ていてはコス ト がかかり ます。 新

し い NIC を追加するたびにサーバの電力消費が増え、 ケーブル配線のコ ス ト と複雑さが増

し、 購入および管理する必要のあるアクセスレ イヤ スイ ッ チ ポー ト の数が増えるからです。
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さ らに、 企業は、 ネ ッ ト ワークおよび I/O 帯域幅への高まる要求に対応するために必要な拡

張スロ ッ ト を用意するだけの目的で、 よ り大型で、 よ り コス ト のかかるサーバの購入を迫ら

れる こ と も少な く あ り ません。

ポー ト 増加の問題

VMware ESX Server を実行するサーバの一般的な構成では、 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン

ク を 4 ～ 8 つ使用するため、 NIC、 ア ッ プス ト リーム スイ ッ チ ポー ト 、 およびケーブル配

線の数を増やす必要が生じ ます。サーバを最大 8 枚の NIC を使って構成し、機能ご とに個別

のポー ト を割り当てる こ と も珍し く あ り ません。 図 1 に、 次の要素を含む一般的なサーバ構

成を示し ます。

･ 実稼働 ト ラ フ ィ ッ ク用の 4 つのギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン ク

･ VMkernel および VMware Service Console ト ラ フ ィ ッ ク用のアク テ ィ ブ - ス タ ンバ

イ  ポー ト  グルー プ で構成 さ れ る 2 つの組み込み イ ン タ ー フ ェ イ ス。 1 つは

VMkernel アク テ ィ ブ ポー ト と し て、 も う  1 つは Service Console アクテ ィ ブ ポー

ト と し て使用

図 1 VMware ESX Server を実行するサーバと、 VMkernel、 Service Console、 および実稼働のネ ッ ト
ワーク と を個別に組み合わせた場合の一般的な独立ポー ト 構成

この 6 ポー ト 構成でも、 今日のワーク ロー ド に対し ては不十分かも しれません。 シスコのテ

ス ト では、 次のこ とが明らかになっています。 2 ソケ ッ ト のデュアルコア サーバで 4 つの仮

想マシンを実行する と、 4 つのギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン クはすぐに飽和状態にな り ま

す。 このこ とは、 4 ソケ ッ ト のク ア ッ ド コ ア サーバで必要と なる帯域幅を推測する際のヒ ン

ト にな り ます。

10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト の場合

帯域幅の問題とポー ト の増加に対する 1 つのソ リ ューシ ョ ン と し て、 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト  テ ク ノ ロジーへの移行が考えられます。 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト によ って、 利用

できる帯域幅は 10 倍にな り ます。 また、 スイ ッ チや NIC の中には、 複数の物理リ ン クの統
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合 を サポー ト す る 追加機能 を 実装 し て い る も の も あ り ま す。 こ れには、 iSCSI （Small

Computer System Interface over IP） 、 NFS （Network File System） 、 および FCoE （Fibre

Channel over Ethernet） ト ラ フ ィ ッ ク用のパケ ッ ト ロスのない優先度ク ラスを作成する機能

も含まれます。 FCoE ではフ ァ イバ チャネルがイーサネ ッ ト 向けにそのままカプセル化され

るため、 ネイテ ィ ブ フ ァ イバ チャネル ネ ッ ト ワークのパケ ッ ト ロスのない特性と管理モデ

ルが維持されます。 FCoE は、 一部の 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  NIC と、 新しいク ラスの

統合型ネ ッ ト ワーク  アダプ タ でサポー ト されています。 後者は、 独立し たフ ァ イバ チャネ

ル ホス ト  バス アダプ タ （HBA） およびイーサネ ッ ト  NIC と し て OS に認識されるので、

FCoE の存在は OS にと って完全に透過的にな り ます。 

各サーバでは、 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  NIC を 4 ～ 8 枚使用する代わり に、 10 ギガビ ッ ト

イーサネ ッ ト  NIC を 2 枚導入するだけで、アベイ ラ ビ リ テ ィ のための完全な冗長性を実現す

る と共に、 拡張の余地を広げる こ とができます （図 2 を参照） 。 仮想デ ィ スクにアクセスす

るための ト ラ フ ィ ッ クについては、 FCoE ト ラ フ ィ ッ クは一部のギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト

NIC で、 iSCSI および NFS ト ラ フ ィ ッ クはすべての場合でサポー ト されます。 10 ギガビ ッ

ト  イーサネ ッ ト の利点には、 コス ト の低下、 スケーラ ビ リ テ ィ の向上、 管理の簡素化などが

あ り ます。 

図 2 統合された 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト 構成は、 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト が通常 4 ～ 8 つ使用
するネ ッ ト ワーク  リ ン ク を 2 つしか使用し ない

コ ス ト の削減 

10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト への移行には経済的な魅力があ り ます。 データ セン ター イ ン フ

ラ ス ト ラ ク チ ャの簡素化に役立つ と同時に、 電力コ ス ト と冷却コ ス ト が削減されるから で

す。

･ コス ト 効果の向上 ： 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト の普及につれて 10 ギガビ ッ ト  ス

イ ッ チおよび NIC のコス ト は下がり続けてお り、 今では、 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト  NIC を 4 ～ 8 枚構成するよ り も  10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  NIC を 2 枚構成し

た方が経済的に合理的です。
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･ アクセスレ イヤ スイ ッ チ数の削減 ： ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  ポー ト の数が大幅に

減る こ と で、 NIC、 ア ッ プス ト リーム スイ ッ チ ポー ト 、 およびケーブルの数は減り

ます。 結果と し て、 データ セン ター ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャが簡素化

され、 資本コス ト と運用コス ト が削減されます。

･ 電力および冷却コス ト の低下 ： すべての NIC およびスイ ッ チ ポー ト はデータ セン

ターの電力と冷却の負荷を高める原因になっています。 コ ンポーネン ト の数を削減

する こ とは、 データ セン ターの効率を高めるのに役立ちます。

スケーラ ビ リ テ ィ の向上

10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンの拡張に対応する高い能力を備えていま

す。 帯域幅が拡大されたこ とによ り、 仮想マシンへのス ト レージ ト ラ フ ィ ッ クおよび実稼働

ト ラ フ ィ ッ クのスケーラ ビ リ テ ィ が向上し ます。

･ 仮想マシンあた りの帯域幅の増加 ： 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト を使用する と、 各

仮想マシンは 1 Gbps を超える帯域幅を使用でき、 パフ ォーマンスの向上、 および

ボ ト ルネ ッ ク と なるネ ッ ト ワークの解消に役立ちます。 多 く の企業は、 仮想マシン

の帯域幅が 1 Gbps に制限される、 アクテ ィ ブ - アク テ ィ ブ構成による仮想ポー ト

ID ベースの NIC チー ミ ングを使用し ています。 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト の場

合、 各仮想マシンは、 使用されている仮想 NIC チー ミ ングの形態に関係な く 、 1

Gbps を超える帯域幅を使用できます。

･ ス ト レージ サポー ト のネ ッ ト ワーク化：VMware HA や VMotion などの高度な機能

では、 任意のサーバから仮想デ ィ スクにアクセスできるよ う にするために、 ネ ッ ト

ワーク化されたス ト レージを使用する こ とが要求されます。 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト は、 iSCSI および NFS ベースのス ト レージに帯域幅の拡大、遅延の低下、 お

よび管理の簡素化を も た ら し ます。 FCoE （Fibre Channel over Ethernet） 対応の

ネ ッ ト ワーク  アダプ タ を使用すれば、 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト の FCoE ト ラ

フ ィ ッ ク伝送能力は、アクセス レ イヤにおける従来のフ ァ イバ チャネル SAN に完

全に取って代わる こ とができます。 仮想マシンあた りの実稼働帯域幅と同様に、 ス

ト レージ ト ラ フ ィ ッ クについても  1 Gbps の帯域幅ボ ト ルネ ッ クが解消されます。

管理の簡素化

仮想環境に 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト を導入する と、 障害が発生する可能性のある管理ポ

イ ン ト およびコ ンポーネン ト の数が減る と同時に、 VMware ソ フ ト ウ ェ ア独自の機能に対す

るサポー ト が強化されます。

･ 容易な管理 ： 複数のギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン ク を 1 つの 10 ギガビ ッ ト  イー

サネ ッ ト 接続に統合する と、 NIC と そのフ ァームウ ェ ア、 ケーブル、 スイ ッ チ ポー

ト などの管理ポイ ン ト の数が大幅に減り ます。

･ VMware VMotion サポー ト の簡素化 ： 仮想マシンを 2 つのサーバ間で移動する場合

は、 両方のサーバで同じ  I/O 構成が必要です。 サーバご との 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト  NIC のペアを 1 つだけに標準化すれば、 VMware ESX Server を実行する

サーバ間の I/O 構成を統一する作業が大幅に簡素化されます。 

･ 柔軟性のある帯域幅割り当て ： 推奨される VMware 構成は、 VMkernel、 VMware

Service Console、 および実稼働 ト ラ フ ィ ッ ク を分離する と い う ものです。 CiscoR

Data Center Ethernet の機能を使用すれば、複数の ト ラ フ ィ ッ ク  ク ラスで 1 つのリ
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ン ク を共有する こ とが可能にな り、 VLAN の場合にのみ発生する可能性のある干渉

が起こ り ません。 この機能によ り、 物理ネ ッ ト ワーク を分離する こ とが不要にな り

ます。

･ 障害点の削減：デバイスの数を削減すれば、アクセス レ イヤにおける障害点の数が

減り、 アベイ ラ ビ リ テ ィ の向上につながり ます。

10 ギガビッ ト  イ ーサネッ ト と  Cisco Nexus 5000 シリ ーズ スイ ッ チと の組み合わせ

Cisco Nexus™ 5000 シ リ ーズ スイ ッ チは、 ラ イ ンレー ト 、 低遅延、 およびパケ ッ ト ロスの

ない 10 ギガビ ッ ト  デー タ セ ン タ ー イーサネ ッ ト および FCoE ス イ ッ チ フ ァ ミ リ です。

Cisco Nexus 5000 シ リーズでは、NIC およびケーブル配線のパー ト ナーと協力する こ とによ

り、 VMware 仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャなどのソ フ ト ウ ェ アのために使用率が高 く なるマル

チコア、 マルチソケ ッ ト のサーバが必要とする、 ネ ッ ト ワークのキャパシテ ィ および管理の

柔軟性が提供されます。

ト ッ プオブ ラ ッ ク （ToR） 構成で導入するよ う に設計された Cisco Nexus 5020 スイ ッ チに

は、 SFP+ （Small Form-Factor Pluggable Plus） コネク タによる固定 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト  ポー ト  40 個と、 6 ポー ト の拡張モジュール 2 つによる追加ポー ト が最大で 12 個あ

り、 計 52 個の低遅延ポー ト がカ ッ ト スルー アーキテ クチャ を使用し てスイ ッ チングされま

す （図 3 を参照）。 

図 3 Cisco Nexus 5000 シ リーズの最初のモデルである Cisco Nexus 5020 スイ ッ チ。 固定 10 ギガ
ビ ッ ト  イーサネ ッ ト  ポー ト  40 個と、 最大 2 つの拡張モジ ュールをサポー ト する能力を備え、
イーサネ ッ ト およびフ ァ イバ チャネル接続の組み合わせを  3 つ提供

ス イ ッ チ自体の低遅延性は、 低電力 ト ラ ン シーバのペア と  Twinax ケーブルと を単一のユ

ニ ッ ト に統合する、 低遅延、 低コス ト の新しいケーブル配線オプシ ョ ンによ って補完されま

す。 ポー ト あた りの最大消費電力が 8 ワ ッ ト （W） で、 遅延が最大 2.5 ミ リ秒の 10GBASE-

T と比べ、 SFP+ 直接接続による銅線ソ リ ューシ ョ ンは、 消費電力はわずか 0.1 W、 遅延は

0.1 ミ リ秒未満です。長いケーブル配線用と し て、マルチモー ドの短距離オプテ ィ カル SFP+

ト ラ ンシーバをサポー ト し ます。

さ らには、 イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワークの信頼性、 効率性、 およびスケーラ ビ リ テ ィ を向上さ

せる Cisco Data Center Ethernet 機能もサポー ト し ます。 これらの機能によ り、 複数のギガ

ビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン ク を 1 つの 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン クに集約する能力が

強化 さ れ、 物理ネ ッ ト ワー クの分離が不要にな り ます。 VMware 環境に関係のある Data

Center Ethernet 機能と し て、 Priority Flow Control （PFC; 優先度フ ロー制御） と帯域幅管理

の 2 つがあり ます。
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･ PFC を使用すれば、 8 つの優先度ク ラスの ト ラ フ ィ ッ ク を単一のリ ン ク上で個別に

管理できます。 VMware VMotion ト ラ フ ィ ッ クに優先順位を付けた り、 ス ト レージ

ト ラ フ ィ ッ ク用のパケ ッ ト ロスのないネ ッ ト ワーク を構築する場合に使用でき ま

す。

･ 帯域幅管理機能では、 優先度ク ラスご との最低帯域幅が保証される と共に、 未使用

の帯域幅を利用でき る よ う にする こ と で ト ラ フ ィ ッ クの上昇を吸収する柔軟性が

提供されます（図 4 を参照）。この機能を使用すれば、干渉のリ スクな し で VMkernel

および実稼働 ト ラ フ ィ ッ ク を同一リ ン ク上に共存させる こ とができるので、実稼働

ト ラ フ ィ ッ クによ って同一リ ン ク上の VMware VMotion ト ラ フ ィ ッ クが干渉され、

リ ン ク障害が発生する とい う懸念が解消されます。 

図 4 の例は、 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワークで VMkernel およびス ト レージ ト ラ

フ ィ ッ クにそれぞれ 3 Gbps の帯域幅、 LAN ト ラ フ ィ ッ クに 4 Gbps の帯域幅が保証されて

いる場合の、 ト ラ フ ィ ッ ク負荷のさ まざまな形状を示し ています。 時間帯 t1 では、 提供 ト ラ

フ ィ ッ クが最低保証帯域幅以下です。 時間帯 t2 では、 LAN ト ラ フ ィ ッ クが 4 Gbps に上昇

し、 最低保証帯域幅を満た し ます。 時間帯 t3 では、 VMkernel 入力 ト ラ フ ィ ッ クが 2 Gbps

に低下し、 LAN ト ラ フ ィ ッ クが 6 Gbps に上昇し ます。 柔軟性のある帯域幅管理メ カニズム

では、 LAN ト ラ フ ィ ッ クが 5 Gbps まで高まる こ とが可能にな り ます。 利用可能な帯域幅が

すべて使用されますが、 最低保証帯域幅量以下の VMkernel およびス ト レージ ト ラ フ ィ ッ ク

への干渉はあ り ません。

図 4 帯域幅管理機能による 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン ク上の着信 ト ラ フ ィ ッ クの形状。 最低
フ ロー量の保証を支援し、 帯域幅が利用可能な場合は ト ラ フ ィ ッ クの上昇に対応

Cisco Nexus 5000 シ リーズは、 アクセス レ イヤで I/O を単一のネ ッ ト ワークに統合する帯

域幅機能と管理機能を備えています。 iSCSI および NFS ト ラ フ ィ ッ クは、 PFC を使用し て

専用のク ラ スで伝送できます。 従来のフ ァ イバ チャネル SAN を使用し ている企業向けに、

フ ァ イバ チ ャ ネルを単純にカ プセル化し てイーサネ ッ ト で送信する FCoEをサポー ト し ま

す。 アクセス レ イヤでの FCoE サポー ト によ り、 SAN ト ラ フ ィ ッ ク と  IP ト ラ フ ィ ッ ク を同

一のネ ッ ト ワーク  リ ン クで伝送する こ とが可能にな り、 結果と し て、 ケーブル配線が簡素化

され、 アダプ タの数が減り、 電力消費がさ らに削減されます。 Cisco Nexus 5000 シ リ ーズ

スイ ッ チを使用する と、 サーバ ラ ッ クからの SAN ト ラ フ ィ ッ クが集約され、 そのままネイ

テ ィ ブ フ ァ イバ チャネル ネ ッ ト ワークに接続されます。 
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VMware 環境での 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト への移行 

VMware ESX Server 環境で 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト に移行する こ との利点は明白です。

この利点と  Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッ チの高度な Data Center Ethernet 機能と を組

み合わせれば、 ポー ト 数の軽減と、 パフ ォーマンス、 信頼性、 および管理性の向上を実現す

る こ とができます。 幸いなこ とに、 仮想環境で 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト に移行するため

の手順は単純です。

･ シスコ  パー ト ナーが提供する 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  NIC を選択し ます。

FCoE を使用し て I/O を統合する場合は、VMware ESX Server によ ってサポー ト さ

れている統合型ネ ッ ト ワーク  アダプ タ を使用し ます。

･ アベイ ラ ビ リ テ ィ の要件に基づいて、 デュアルポー ト の NIC または 2 枚の NIC を

使用し ます。 図 5 に示すよ う に、 アク テ ィ ブ - ス タ ンバイ と アク テ ィ ブ - アク テ ィ

ブの vSwitch および VMNIC 構成を使用し て、 2 つのア ッ プス ト リーム スイ ッ チへ

のハイアベイ ラ ビ リ テ ィ 接続を確立し ます。

○ VMware Service Console ト ラ フ ィ ッ ク用にアク テ ィ ブ - ス タ ンバイ構成を使用

し ます。 この場合、 VMNIC0 がアク テ ィ ブで VMNIC1 がス タ ンバイです。 

○ VMkernel ト ラ フ ィ ッ ク用にアク テ ィ ブ - ス タ ンバイ構成を使用し ます。 この場

合、 VMNIC1 がアク テ ィ ブで VMNIC0 がス タ ンバイです。 

○ 実稼働 ト ラ フ ィ ッ ク用にアク テ ィ ブ - アク テ ィ ブ構成による仮想ポー ト  ID ベー

スの NIC チー ミ ングを使用し ます。

･ VLAN タギングを使用し て、 VMware Service Console、 VMkernel、 および実稼働

ト ラ フ ィ ッ ク をセキュアに分離し ます。

図 5 VMware Service Console および VMkernel ト ラ フ ィ ッ ク用にアク テ ィ ブ - ス タ ンバイ  vSwitch
構成を、 実稼働 ト ラ フ ィ ッ ク用にア クテ ィ ブ - ア ク テ ィ ブ構成による仮想ポー ト  ID ベースの仮
想 NIC チー ミ ングを使用
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･ FCoE ス ト レージ ト ラ フ ィ ッ クでは、 PFC を使用し てパケ ッ ト ロスのないク ラス

を確立し、 Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッ チでサポー ト されているジャ ンボ フ

レームを使用し て効率を さ らに高めます。 iSCSI および NFS ト ラ フ ィ ッ ク では、

ジャ ンボ フ レームを使用し て効率を高めます（VMware によ ってサポー ト されてい

る場合。 この機能は、 VMware ESX Server 4.0 を対象と し ています）。

･ 帯域幅管理機能を使用し て、 VMware Service Console、 VMkernel、 および実稼働

ト ラ フ ィ ッ ク  ク ラスからの入力負荷が 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  リ ン ク上でど

のよ う な形状になるかを管理し ます。 vSwitch のレー ト 制限機能、 またはサポー ト

されている場合は NIC の I/O Virtualization （IOV; IO 仮想化） ド ラ イバを使用し て、

仮想マシンから  NIC への帯域幅を管理し ます。

･ Cisco Nexus 5000 シ リーズの輻輳管理機能を有効にし て、 アグリゲーシ ョ ン レ イ

ヤまたはネ ッ ト ワーク  コ アにおける輻輳の防止を促進し ます。この機能を使用する

と、短期的な ト ラ フ ィ ッ ク  バース ト と長期的な輻輳との違いを区別できるよ う にな

り、 ト ラ フ ィ ッ クへの影響な し で短期的なバース ト を吸収できます。

これらの手順を完了する と、 NIC、 スイ ッ チ ポー ト 、 およびケーブルを管理する準備が整い

ます。 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト で通常管理する数の数分の一です。

結論 ： 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト の導入

一部の方は、 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト は仮想環境において I/O bound （入出力制約） の

ワーク ロー ド に対処するのに理想的なテ ク ノ ロジーだ と主張するかも しれません。 しかし、

サーバ リ ソースを統一性のある 1 つのプールと し て管理する VMware 仮想イ ン フ ラス ト ラ

クチャ  ソ フ ト ウ ェ アの柔軟性や、 ボ ト ルネ ッ ク を CPU から  I/O に移動させる今日のサーバ

の処理能力を前提にする と、 ほぼすべてのワーク ロー ドが I/O 中心になる可能性があ り、 ほ

ぼすべてのサーバはそのワーク ロー ド を処理する こ と を要求される可能性があ り ます。

仮想環境で 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト を使用する こ との重要な利点と し て、 その経済性が

挙げられます。 これは、 仮想化ソ フ ト ウ ェ アを実行するすべてのデータ セン ター サーバにこ

のテ ク ノ ロジーを導入する強力な根拠にな り ます。 魅力的な経済性、 帯域幅の増加、 遅延の

低下、 電力消費と冷却のためのエネルギー消費の削減、 管理対象と なるケーブル、 ポー ト 、

NIC の数の削減、および単一ネ ッ ト ワーク上で I/O を統合する能力、これらはデータ セン ター

に 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト を導入し た場合に得られる利点です。。 

I/O の負荷が大きいワーク ロー ド に帯域幅が対応し ている こ とは、10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト をデータ セン ターに導入する理由の 1 つです。 そ し て、 も う  1 つの理由に、 応答性の向上

があ り ます。 I/O の 1 Gbps の制限がな く なれば、 仮想マシンの起動にかかる時間は短縮さ

れ、 仮想マシンで実行される ソ フ ト ウ ェ アの応答速度は向上し ます。 10 ギガビ ッ ト  イーサ

ネ ッ ト は、 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワークの 10 倍の能力を備えている と共に、 単一

のネ ッ ト ワーク上で I/O 統合を実現し ます。 これらの機能は、 エン タープ ラ イズ環境のアプ

リ ケーシ ョ ンが持つバース ト 的性質に対応するのに役立ちます。 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ

ト をデータ セン ターに導入する こ とには、 説得力のある根拠があ り ます。 VMware 仮想イ ン

フ ラ ス ト ラ ク チ ャ などのソ フ ト ウ ェ アを実行する今日の強力なマルチ コ ア サーバに と っ て

10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト が最適なテ ク ノ ロジーであるのも、 同じ根拠に基づきます。 

関連情報 

Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッ チの詳細については、

http://www.cisco.com/jp/go/nexus5000/ を参照し て く だ さい。

VMware 製品の詳細については、http://www.vmware.com/ または http://www.vmware.com/jp/

を参照し て く ださい。
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